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景観部会における審査会委員の意見とそれに対する事業者回答 

※は令和 8 年度第 1 回吹田市環境影響評価審査会景観部会での回答 

番

号 

 

ページ 項目 意見 事業者回答 

2026 年 6 月 4 日 令和 8 年度第 1 回吹田市環境影響評価審査会景観部会での意見 

1 - 手続き 

資料 3 で提示されている環境項目は、通

常の環境影響評価項目の中から特に重要

なものとして提示しているのか、それと

も通常の環境影響評価の議論は行わず、

この項目のみで議論するのか。 

例えば、「人と自然とのふれあいの場」は

通常あまり評価されないが、ここで書か

れているのはどのような意図か。 

（事務局）※ 

元々全体会の方で、オープンスペース

の評価についてのご意見をいただいて

おりまして、そのオープンスペースの

評価を行う際に、オープンスペースと

いう項目がありませんので、それを分

解した１つとして、「人と自然とのふれ

あいの場」を持ってきております。 

評価対象のところにオープンスペース

という言葉からスタートしているのは

そういった意味合いになります。 

2 - 景観 

最初に見た時、万博公園の観覧車から見

えるかもしれないと感じた。 

千里ニュータウンは万博の広大な緑があ

り、その向こうの建物が綺麗に調和して

いて、箕面の山が屏風のように立ってい

るという景観だが、そこからニョキっと

出る建物は景観としてふさわしいのか。 

どこまで範囲を広げて議論するのか、そ

ういったことも話していかなければなら

ないのかと思う。 

（事務局）※ 

今の提案書は事業者がこいうった調査

をしたいという形で出てきたもので

す。 

その中で「人と自然とのふれあいの場」

は不要だと判断されていますが、現在

審査中の段階です。 

審査会から評価した方が良いという意

見が出れば、評価書案で追加され、事業

者が評価を実施することになります。 

「人と自然とのふれあいの場」につい

ては、景観部会が立ち上がったという

こともあり、評価書案でも評価に入っ

てくると考えておりますので、ご遠慮

なくご意見をいただければと思いま

す。 

3 - 
手続き 

景観 

資料 3 について、オープンスペースの景

観という言葉が強い感じがする。 

建築物ももちろん景観に含まれるかと思

うので、少し表現を変えるか、評価対象

を増やすかといった検討もしても良いの

ではないか。 

（事務局）※ 

資料 3 は全体会での委員のご意見を事

務局なりにまとめたものですので、こ

こに書いてある言葉に縛られず活発な

議論をしていただければと思います。 

もう少し広い眺望の視点については、

景観の 2 項目、「千里ニュータウンの景

観特性」だけでは読み取れない可能性

もあるかとは思いますが、広く千里ニ

ュータウンの歴史や景観も含め議論い

ただければと思います。 

4 - 手続き 

都計審での意見や質疑が何の資料を見て

述べられたものか示してほしい。 

何に対しての意見か分からず、理解が及

ばない。 

（事務局）※ 

都計審での配布資料については、後日

都市計画室から共有を受けご提供でき

ればと思います。 

資料 2 
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5 - 景観 

景観で問題になっているのが説明のなか

った住戸部分。 

千里中央以外でタワーを建てていいのか

ということでみんな戸惑っているので、

進め方というものを少し考えていただけ

ないかと思う。 

新しいビルディングタイプとしての提案

ができないのか、例えば、分棟ではなく

1 棟でタワーのようだが足元は少し違う

タイプの住戸があるなど、少し違うボリ

ューム配置が良いのかなと思う。 

（準備組合） 

住戸部分を含む景観に対する考え方に

ついて資料 2 別紙 1 にてご説明いたし

ます。 

なお、分棟又は１棟等の住棟のボリュ

ーム配置については、これまでにまち

づくりの観点から比較検討を行い、現

在の住棟ボリューム配置に至っており

ます。 

6 - 景観 

資料 3 の評価水準にもあったように、遠

景からどう見えるか、公共貢献としての

足元のオープンスペースがどのように充

実するのか。 

また、住民が危惧している 98m の 2 本の

タワーの景観、そこでの暮らしというこ

とについても検討いただき議論できれば

と思う。 

（準備組合） 

公共貢献としての足元オープンスペー

スにおいて景観としても大切にしてい

きたいと考えております。 

住棟に係る景観についても、ボリュー

ム感による遠景における景観に対する

考え方のみならず、足元オープンスペ

ースにおいては生活景も大切にしてい

きたいと考えております。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 

7 - 事業計画 

この地区での高度地区の高さ制限 45m、 

今回それを 98 メートルにするためには

どういう要件が達成されて可能になるの

か。 

（吹田市）※ 

市街地再開発事業等で市民意見を聞き

ながら公共性を持って行うものについ

ては、高さの制限を適用しない規定が

ありますので、今回都市計画等、市街地

再開発事業の手続きの中で意見聴取

し、適用除外を受けることを想定して

います。 
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8 - 景観 

住棟の南側との繋がりや配慮について見

えない部分が多い。 

南側からの歩行者動線は大事な動線だと

思うが、そこを通る人にとって、駅の中

心が遠くなったり、タワーで隔てられて

いたり、駐車場への車の流入増で通りに

くくなるといった懸念がある。 

角に広場のようなものがデザインされて

いるが、それ以外にあまりイメージがな

く、検討の余地があるのではないか。 

（準備組合）※ 

現在、まちづくりの骨格づくりを進め

ており、東西だけではなく、南北の動線

もどうしたら良いのかというのを検討

しているところで、今回のご意見を受

けさらに考えていきたいと思います。 

また、駐車場計画では、施設駐車場は西

側に出入口を設けるなど、街区内や接

続する歩行者動線も含めて可能な限り

歩車分離ができないかと考えていると

ころです。 

（準備組合） 

全体として景観上大切にしていきたい

と考えている内容（コンセプト）を踏ま

えて、建物壁面後退により生み出した

オープンスペースにより、住棟の南側

とのつながりや景観に配慮した計画と

し、資料 2 別紙 1 にてその内容をご説

明いたします。 

また、その具体的な形状等については、

今後、基本設計や評価書案の段階にて

ご説明いたします。 

9 - 景観 

今回のまちづくりの範囲、隣接する住区

を合わせたまち空間がどうなっていくの

かといったことや、南側から見たパース

はどうなんだ、表と裏ができるといった

点が気になった。 

また、現在の地区センターもこのような

パースを描いていたが現状そうはならな

かったという可能性もあるので、持続可

能なものにする仕組みが大事なのではな

いか。 

（準備組合）※ 

現時点では整備後のマネジメントに関

する決まったものはありません。 

再開発組合は事業完了後解散するた

め、今後、吹田市や関係者と持続的な賑

わいのための議論をしていきたいと思

います。 

（吹田市）※ 

市としても賑わいの維持やエリアマネ

ジメントの重要性は認識しており、ど

うまちを作っていくのか、今後組合と

伴走しながら考え、進めていきます。 

10 - 景観 

提案書の 3-18 で、A 案と B 案の比較の中

で、オープンスペースが多い方が良いと

なっているが、地区センターなので無理

をして広くとりすぎなくても、面や線状、

アイストップになる緑など、そういった

緑の取り方とともに住宅の配置や建築の

プロポーションと合わせ検討してほし

い。 

（準備組合） 

オープンスペースについては量的なも

のだけではなく、まちづくりの考え方

や各オープンスペースの立地環境や形

状等に加えて建物・緑の大きな配置の

考え方も考慮し、各オープンスペース

の景観特性を検討いたします。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 
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11 - 緑化 

緑被率、緑化率だけでなく、きちんと利

用できる「身近な緑」を量と質の両面で

検討してほしい。 

また、この地区では人が使える緑として

考えるべきで、「生物多様性」という言葉

は言わない方が良い。 

（準備組合）※ 

南北の動線やツインタワー、緑の使い

方といった話は一体の考え方だと認識

しています。 

ツインタワーの見え方、足元空間の用

途利用、歩行者動線との接続、隣接する

南側街区への影響など、全てを一体的

に考え、今後検討を進めていきます。 

12 - 景観 

街区全体が近隣からどう見えるのか、隣

接する道路部分がどうなるのかが大事だ

と思っている。 

例えばツインタワーの西側に広場のよう

なものがあると思うので、周辺から見た

時に、地区センターとしてどのような景

観を提供できるのか、その辺りのコンセ

プトが欲しいので検討してほしい。 

（準備組合） 

全体としての景観上大切にしてきたい

と考えている内容（コンセプト）や、各

箇所においてまちに創出する景観特性

を検討いたします。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 

13 - 景観 

例えば三色彩道といったところから地区

センターに歩いて近づくにつれて、どの

ような見え方や景観の感じ方ができるの

か、三色彩道の緑がどのように山に接続

していくのかなど、「線」としてどのよう

な景観体験が生まれるのかといったこと

も議論できたら良い。 

（準備組合） 

ご意見いただきました内容について、

三色彩道の『緑』の連続に配慮した線的

景観について、周辺環境とのつながり

も踏まえて検討していきます。今後、基

本設計や評価書案の段階において景観

部会において議論させていただきたい

と考えております。 

吹田市環境影響評価審査会委員等の意見 

14 - 景観 

遠景・中景の評価について 

現在の事業の計画は、対象敷地のうち広

場部分のデザインについて入念に議論が

なされていることは理解しました。一方

で、この対象地が周囲からどのように見

えるのか（遠景・中景）、あるいは見え以

外でも認識されるのかについて、評価が

なされていないように見受けられます。

より広域な範囲における当該地区の位置

づけについての評価が必要です。 

（準備組合） 

広場部分のデザイン（近景）のみなら

ず、対象地全体としての景観上大切に

してきたいと考えている内容（コンセ

プト）や、近景・中景・遠景の視点も考

慮のうえ、各箇所においてまちに創出

する景観特性を検討いたします。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 
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15 - 景観 

隣接街区との関係性について 

本事業の方向性に、「人中心」「ウォーカ

ブル」という言葉が多用されています。

これらの実現のためには、駅前広場内部

のデザインの充実はもちろんのこと、こ

の施設の近隣にお住まいの方々が足を延

ばしたくなるよう、特に周辺からの徒歩

でのアクセスが快適で楽しいものになる

ような計画が必要と考えます。そのため

には、一般的な環境影響評価での予測・

評価事項ではないものの、隣接街区も含

めた歩行者動線を、質的に評価すること

が不可欠です。 

現在の計画は、まちなかリビングなどの

西側街区との連続性はよく考慮されてい

ますし、北側街区とも歩道橋で接続され

るとのことですが、特に住棟エリアおよ

び南側の隣接街区との関係性に対する配

慮が乏しい印象を受けます。賑わいの広

場・憩いの広場のにぎわい・楽しさが、

どのように今回の対象地外部に表出する

のかがよくわからない、という印象も受

けます。アクセスや眺め、訪れる人の体

験という側面からの検討を期待します。 

（準備組合） 

周辺とのつながり・歩行者動線も考慮

した計画を検討いたします。 

全体としての景観上大切にしてきたい

と考えている内容（コンセプト）や、各

箇所においてまちに創出する景観特性

といったことも踏まえて、住棟エリア

及び南側隣接街区との関係性に係る景

観配慮も計画していきます。 

今回の事業で街区内に、主たるパブリ

ックスペース（広場等のオープンスペ

ースやウォーカブルな歩行者動線）を

周辺とのつながりを持たせ計画し、そ

こでの人の活動を想定した近景のあり

方についても検討いたします。 

16 - 景観 

北千里駅前空間という場所の履歴とレガ

シーの調査 

一般的な環境影響評価の評価項目は、従

前は自然環境を開発する場合を念頭に設

定されています。しかし北千里駅前は、

すでに市街地として利用されている場所

であることから、現況調査にあたっては

市街地が現在の姿になってきた経緯など

を調査して把握することが必要と思われ

ます。今回の対象地はニュータウンの地

区センターであるため、開発時の設計思

想、およびその後の空間変容を把握した

うえで、先人が遺したレガシーをどのよ

うに受け継ぎつつ、あるいはどのように

読み替えて新しい価値を生むのかという

ことについて、整理される必要がありま

す。それにより、北千里らしさがどこに

あるのかが明確になり、地域の方々の納

得できる新しいレガシーが生まれるので

はないかと思います。 

（吹田市） 

北地区センターは、開設当初、箕面の山

に近く、位置的にも性格的にも山の手

的環境を持つという特徴を背景に計画

がなされました。 

施設計画としては、土地の高低差や周

囲が高い地形を利用して土地と建物が

一体となった建築計画を行う、全体に

緑を配置し、くつろぎを感じさせる明

るい地区センターとする、人の広場を

中心として、スムーズな人の流れの上

に諸施設を配置するなどといった設計

思想に基づき当初の地区センターは整

備されました。 

その後の増改築等の中で変わってきて

いる部分はありますが、再整備に際し

ては、この歴史的背景と地域独自の景

観特性を踏まえたうえで、思想の継承

や新たな魅力創造について考慮しなが

ら計画の検討を進めていきます。 
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17 - 景観 

資料３「3 環境項目等の評価対象・評価

水準」の景観で、「評価対象：②千里ニュ

ータウンの景観特性等の視点からの新た

に生まれるまちの景観コンセプト」 

「評価水準：②新たに生まれるまちの景

観コンセプトが、千里ニュータウンの景

観特性を尊重したうえで、調和と個性の

ある景観に資するものとなっているか」 

と記載されている。 

当該地域の市街地再開発事業による再整

備によって、生み出される駅前交通広場

を含むオープンスペースは従前よりも機

能性が高まるものとなることから、本市

景観まちづくり計画景観まちづくり方針

で示す「駅前としてのにぎわいを形成し、

周辺と調和した落ち着きのある景観をつ

くり、はぐくむ」という前段部分は一定

の評価は可能と考える。 

一方、市街地再開発事業は事業の性質上、

オープンスペースを生み出すために高層

建築物（住宅）が必要となるが、その高

層建築物が周辺からどのように見えるも

のであるのかという検討および評価が無

いと本市景観まちづくり計画景観まちづ

くり方針の後段部分である「周辺と調和

した落ち着きのある景観」に資するとは

言い難いと思われる。 

本市景観まちづくり計画 P33「市内の景

観資源」に示す千里ニュータウンの眺望

点（視点場）から、当該事業によって建

築される高層建築物（住宅）がどのよう

に見えるかについて、近景・中景・遠景

などの検討資料を示して説明をして欲し

い。 

（準備組合） 

対象地全体としての景観上大切にして

きたいと考えている内容（コンセプト）

や、近景・中景・遠景の視点も考慮のう

え、各箇所においてまちに創出する景

観特性を検討いたします。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 
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18 - 景観 

景観まちづくり審議会との連携の観点

で、6 月 9 日に開催した審議会での委員

意見を共有すると、「シンボルとなる景観

の創造と、目立つ建物はイコールではな

いので、千里ニュータウンの環境に合わ

せた風格のあるデザインを誘導すべき」、

「駅を出た際や、屋上広場などから周辺

のまちなみがどのように見えるのかとい

う、内から外への視点も大切である」、「実

際に人が見ることのできる視点場から景

観を検討すべき」、「どこから見たときの

景観を大切にするかを決めて建物配置等

を検討すべき」 

これらの意見を踏まえた視点場の設定、

設計を行い、評価できる資料を今後も含

め提示いただきたい。 

（準備組合） 

対象地全体としての景観上大切にして

きたいと考えている内容（コンセプト）

や、近景・中景・遠景の視点も考慮のう

え、各箇所においてまちに創出する景

観特性を検討いたします。これらの内

容について、資料 2 別紙 1 にてご説明

いたします。 

こういった全体での景観に対する考え

方をもって、今回の環境影響評価にお

ける視点場を設定しております。 

また、今後、事業計画地内から周辺の見

え方なども踏まえ設計を行い、計画内

容をご説明いたします。 

19 - 景観 

全体的に事業範囲内のオープンスペース

を評価対象としており、地区内の景観の

方針やコンセプトはよく整理されていま

すが、事業範囲外とのつながりは、まち

なかリビング北千里との連携のみで、周

辺住宅地や、三色彩道方面とのつながり

があまり見えない。 

（準備組合） 

対象地全体としての景観上大切にして

きたいと考えている内容（コンセプト）

や、近景・中景・遠景の視点も考慮のう

え、各箇所においてまちに創出する景

観特性や事業範囲外とのつがなりを検

討いたします。 

これらの内容について、資料 2 別紙 1

にてご説明いたします。 

20 - 景観 

遠景からのパースなどで、周辺との緑の

つながりなども確認し、景観アドバイザ

ー会議等で意見をいただきたい。 

（準備組合） 

遠景からのパースなどについては、今

後、基本設計の中で景観・デザインを検

討予定であり、評価書案の段階でご確

認いただく資料等をお示しする予定を

しております。 

また、同時期に景観アドバイザー会議

等でもご意見をいただきたいと考えて

おります。 

 


